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令和６年度                                     

江別市立北光小学校 グランドデザイン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和６年度 ３つの重点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 具体的な方策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間の取組と流れ 
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北光小学校 学校教育目標 

明るい態度でみんなと助け合う子ども 

強い意志で心と体を鍛えあう子ども 

自ら進んで考えを深め合う子ども 

第４期 教育振興基本計画 ～令和９年度 
・2040年以降の社会を見据えた 

持続可能な社会の作り手の育成 
・日本社会に根差した 

ウェルビーイングの向上 

 
令和6年度 石狩管内教育推進の重点 
「子どもの未来保障」 
１ 資質・能力の確実な育成・定着 
２ 学校組織の強化・活性化 
３ 地域と歩む持続可能な教育体制の実現 

 

 江別市学校教育基本計画 ～２０２８年度 
＜めざす子ども像＞ 
夢を持ち、夢を語り、夢の実現に向けて 

行動する子ども 

 江別三中校区小中一貫教育  
＜めざす子ども像＞ 
夢へのチャレンジ。人の優しさ。 

未来をひらく子どもたち 

 

北光小学校 めざす子ども像 

思いやりが感じられる言葉遣いや行動ができる子 

助け合い協力し合ってきれいな学校にする子 

目標をもって日常的に運動に取り組むことができる子 

学習の約束を守り、学校と家庭で学習することができる子 

子どもの実態（児童アンケート） 
〇場に応じたあいさつ 

 〇家で毎日学習している 
 〇わからないことを質問する 
 △思いやりのある言葉遣いや行動 

 
学校で育ててほしい力（保護者アンケート） 
・確かな学力 

 ・優しさと思いやりのある豊かな心 
 ・コミュニケーション力 
 ・体力の向上 

 学校へ期待すること（学校運営委員会） 
・ふるさととしての江北地区への意識 

 ・世代や通学校を越えた交流 
 ・ＩＣＴ活用やＳＤＧｓ等の推進 
 ・地域と触れ合う教職員の意識・姿勢 

 教職員が育てたい力・願い 
・未来を生き抜く資質・能力・課題解決力 

 ・他との違いを認め、伝え合う思いやり 
 ・前向きに受け止め、何事にも挑戦する心 
 ・健康・体力・心に対する自己調整力 

 

令和 6年度 重点目標 

心身の健康・確かな学力に基き、 

他との違いに共感し、考え、 

協同的に前進する子の支援 

 心身の健康  
１）思いやりの心の育成と多様性への理解 
・異質を受け入れる学級・学年経営 
・コミュニケーション力（挨拶・聴く・話す）の
育成 

・道徳教育の充実等 
２）個別最適な生徒指導・就学指導 
・いじめ防止、規範意識の徹底 
・児童会活動の活性化、 
・SSWや児童福祉機関との連携等 

３）体力づくりの推進 
・授業の改善、日常的な運動習慣づくり 
・新体力テストの実施等 

４）生命の尊重や健康保持の行動化 
・感染症、熱中症等への適切な対応 
・性教育や食育・早寝早起き朝ごはん等の推進 
・レジリエンス（困難への適応力・耐性）の育成 

 確かな学力の育成  
１） 個別最適化・協働的な学びに向けた 

授業の改善・改革 
・対話や体験からの学び・気づきを促す授業改善 
・教科担任制の実施、 
・ＴＴ・個別学習等の支援の工夫 
・個別の教育支援・指導計画の充実等 

２）GIGAスクール構想の推進 
・端末活用のさらなる追求 
・教職員のスキルアップ 

３）主体的な学習習慣の確立 
・個別・家庭での ICT活用の促進 
・学習規律の指導 

４）自己肯定感の向上 
・自己決定による家庭学習 
・認められる機会・場面の意図的な設定 等 

 家庭・地域等との連携 → 開かれた学校づくり  
１）情報公開と発信の促進（ＨＰ、各種便り、マチコミメール） 
２）保護者・家庭との連携強化（ＰＴＡ・育成会との連携） 
３）学校運営委員会の活用（ふるさと教育、地域活動等） 
４）異校種連携の促進 

（保幼こ小、小中一貫教育、市内各高校、市内各大学等） 
５）江北地区らしさを生かした取組の促進 

(農耕体験学習、花壇整備、放課後児童クラブとの連携等) 

 安心・安全な学びの環境づくり  
１）危機回避学習の推進 
（交通安全、不審者対策、薬物防止、防災教室、避難訓練、 

地域防災への参画 等） 
２）学校施設設備の点検の徹底と 

保守に関する教育委員会等との連携 
３）働き方改革の推進 
（在校時間の削減、各種会議の改善、ＩＣＴの効果的運用 等） 

重点１ 「教育活動」の改善・改革 
 
知識・技能と思考力・判断力・表現力等の 

 調和的な獲得に向けた授業の改善・改革 
１） ２年間の学校課題研究を生かした授業改善 
２）対話や体験から子どもの気づきを促し、思考力・
判断力・表現力等を高める授業改革 

３）確実な知識・技能の定着を目指す授業改善 ～ 家
庭学習との連携 

 
・「教えたいこと・教えるべきこと」＜「学びたいこと」

(子ども中心の発想) 
・授業におけるＩＣＴの効果的活用と 

子どものＩＣＴ活用能力の育成 
・外部（他校種・専門機関等）との多様な連携促進 

重点２ 「組織」の改善・改革 
 
１）安心・安全な学校 
・いじめや事故がなく、心身の健康が守られ、 

一人ひとり（教職員含む）の居場所があること 
・生徒指導提要に基づく支援と 

マルトリートメント防止意識を高めていくこと 
２）信頼される学校 
・保護者や地域の願いを受け止められる、 

強く、しなやかな専門職集団であること 
３）改善と確実な報告・連絡・相談のある学校 
・現状を適宜分析し、根拠に基づいた教育活動の検
証・改善を行い、確実な連携で受け継ぐこと 

重点３ 「伝統・積み重ね」の継承と改善・改革 
 
１）地域に開かれた学校 
・豊かな自然や人材等「保護者・地域」から上手に助
けてもらえる教育課程を編成すること 

・ともに子育てする観点から、各教育活動・行事に対
する保護者・地域の支援を受けること 

２）へき地複式教育技術の継承と改善 
 ・「わたり」「ずらし」の効果的な活用を図ること 

【 重点のキーワード 】  

“継承”と“改善・改革” 

子どもの成長をともに見守る 
学校・保護者・地域の連携 

未来を創る子ども達 
学校に求められる使命 

夏季休業 冬季休業 第２期 第１期 第３期 第４期 


